
2019
春版

無所属・無会派

市議会議員 幸野おさむ市議会議員 幸野おさむ

ご意見・ご質問等、お寄せください

むさむおさ野おさむ野おさむ

弁護士・宇都宮健児弁護士・宇都宮健児弁護士・宇都宮健児

市民のための国分寺
市政をめざし一貫し
て頑張っている市議
会報告です

真の市民自治を目指し、
政党・会派から独立しました！

国分寺市の人口は減ってるの？
お金がないってホントなの？
国分寺市政を事実と現実から出発した市政へ！

幸野行政　　　市内の人口・児童数は急増しているのに、
市の人口推計は「人口減少・少子化」を前提と
している為、対応の遅れ、政策の矛盾が拡大し
ています。

　　　「事実に基づいた人口推計へと早急に
見直し、人口・児童数の増加に向き合った政
策へと根本的に見直すべき」と論戦中。

市から「現実と乖離していることは事実。早期に人口ビジョンを見直す」との答弁を引き出して
いますが、矛盾は深刻。

国分寺市の財政は良くなっています！
大型事業より子育て・教育、福祉、バリア
フリーのまちづくりに投資を！
　　　市の積立金（貯金）は、消費税8％増税や、国分寺駅北口再開発ビ
ル完成に伴う精算調整金等により124.7億円まで増加しています。しか
し市は「財政は依然として厳しい」と繰り返し、子育て・教育施設整備の
遅れ【裏面参照】に加え、給食費の値上げや介護保険料・国民健康保険
税の値上げを進めています。
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国分寺市の「人口の推移」及び「人口推計の誤算」（人）

※出典「国分寺市の人口」及び「人口推計（2011年10月策定）」及び「人口ビジョン（2015年7月策定）」より幸野が作成
※人口・年少人口（実数）については2011年以前は10月1日時点、2012年以後は1月1日時点

大型事業の新庁舎建設やリサイクル
センター建設は、オリンピック・パラリ
ンピック需要が落ち着くまで延期を！
　　　市は、市民に対して緊縮（抑制）を
求める一方、事業費が増大している新庁
舎建設（70億円→100億円）とリサイ
クルセンター建設（56億円→72億円）
を急いでいます。

人口増・財政改善に伴う市民ニーズの反映に逆行！
市民の声が届きづらくなり、行政をチェックする機能も低下
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※出典「市議会資料」より幸野が作成
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※出典「国分寺市の財政状況」より幸野が作成

人口・児童数は急速に増加、誤った人口推計(見通し)は
早急に見直すべき！

幸野

行政

議員定数削減は誰のため？

　　　「市民に対する緊縮
（抑制）政策を転換し、子育て・
教育、福祉、バリアフリーのま
ちづくりへの投資で、魅力あ
るまちづくりをめざすべき」と
論戦中。

　　　「工事費はバブル期並みに
増加している。大型事業はオリ・パ
ラ需要が落ち着くまで延期を！」と
論戦中→リサイクルセンターは一
部計画変更（72 億円→62 億円）
が検討されています。

子どもの幸せがまちの未来をつくる！

国分寺市議会議員 ここに幸あれ[　　　　　　]

昨年9月議会で、議員定数の削減（24→22）が可決されましたが、市長に違った角度から意見をする議員
が減り、市長のトップダウンが一層強まるだけでなく、市民の声が市政に届きづらくなり、市民ニーズとの矛
盾は拡大します。これまでも行政の大型事業に市議会が一定の歯止めをかけてきたこともあり、今後の市
財政への影響も懸念されます。議員定数の削減は、市民の声を代表して議論する議会制民主主義が後退
する為、慎重な判断が必要です。
　　　「一市議会議員として、市民との情報共有、意見交換を一層進めて市議会で奮闘していく決意」です。幸野


